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1.は じめに
(1)研究目的と方法
ペコロスは一口大の小球タマネギであ り、普通の タマネギを密植栽培 し
て生長を抑えて育てたものである。特徴は甘味が強いことで、高級食材と
して料理の付け合わせのほか、シチューやカレーに丸ごと使われる。呼称
の由来は、西欧諸国の植民地で 「ペコラス」と呼ばれていた小球 タマネギ:
0
が 日本へ入 り、「ペ コロス」と称されるようになったPとの説が有力である。T
ペコロスは特定地域で栽培 される作物の1つ であ り、全国生産量の7～8
割が愛知県知多市 日長地区2>で生産されている。
独占的な野菜産地の形成過程と存立基盤に関する事例研究には、次のよ
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うなものがある。
松山智洋3)は、静岡県西遠地方のヘチマ栽培を研究 し、仲買業者を統制
する輸出販業者の存在 と産地形成後のヘチマの需要の限界が、産地を維持
する要因だと記述 している。
松井貞雄4)は局地的特殊温室園芸地域について研究 し、その存立要因は、
消費が著 しく少量の高級特産物生産であり、地域独特の栽培技術 と、特殊
販売ルー トの形成、強い共同出荷体制の下で出荷調整する生産者の組織化、
特産地がある程度形成された段階では栽培技術が秘伝的であ り、新産地形
成が困難なことをあげている。
小原規宏5)は特殊作物であるクワイの栽培地が維持 される要因として、
クワイ栽培に適 した土壌であること、需要期 と出荷期が限られること、共
販で対応 してきた こと、同族的結合の強さを挙げている。
溝口晃之6)は局地的に栽培されている銀杏について研究 し、当初は備蓄
用だったが、粒の大きいものが嗜好品として首尾 よく市場性 をもつように
なったことを明 らかに した。
伊藤貴啓7)は愛知県豊橋市のつま物栽培を事例 に、施設園芸地域の動向
を工業的農業の視点から研究を行い、市街地隣接 という立地 を生かした女
性労働力の雇用 と専門農協による農家の強力な組織化が産地形成の基盤で
あるとした。 また、独占的地位をもたらしたのは、市場の要求に合致 した
ことであると記述 している。
以上の諸業績が記述する要因をまとめると、①需要量が小 さい、②栽培
技術の特殊性、③土壌など自然的条件、④出荷体制や市場 との結びつ きの
強さによって、特定地域で特定の作物の栽培が行われて、圧倒的なシェア
を持つ産地が形成され、存続することがわかる。
しか し、ペコロス栽培は、一般的なタマネギの種子で栽培が可能である
ことや、全国的に広がるタマネギ産地でも生産が可能であることか ら、②
と③の条件に当てはまらず、知多市のペコロス産地が圧倒的な全国シェア
を占めていることを説明で きない。
そこで本稿では、知多市 日長地区のペコロス産地の形成過程 と栽培方法、
現況を明らかにし、ペコロス産地が形成された要因 と、今日まで産地を維
持 してきた要因を探る。
研究方法は、主にペコロス農家と関係機関に対する聞 き取 り調査であ り、
出荷形態や栽培方法、現状の把握を行う。また、各種統計資料や関係資料
を比較 し、歴史的経過と産地の実態 を明らかにする。
(2)地域概観
知多市は知多半島北西部に立地し、日長地区は知多市南西部の伊勢湾側
に位置する(図1)。知多市の人口は約8万6000人、日長地区の人口は約
図1研 究対象地域
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4200人(2012年4月現在)8)である。気候は愛知県下では比較的温暖で、
2011年の平均気温は16.2℃、降水量は1516.5mm9}である。土壌 は砂壌土が
多 く、早 くか らタマネギ栽培が導入 されるi°)など、ペ コロス栽培に適す
る条件を持っている。知多市の沿岸部は臨海工業地帯であるが、水稲や花
き施設園芸、施設野菜など、名古屋市近郊の特性 を生か した農業11)も営
まれている。農作物の特産物にはペコロスの他にフキがある。知多市の主
要作物は時代によって著 しく変化 し、より利益のあがるものを求め作付作
物の選択が行われてきた(前掲10)679頁)。また、日長地区では慣習のひ
とつに後継者の結婚に伴 う経営主夫婦の隠居と生計の分離があ り、自活の
必要性 から常に高収益作物を積極的に求める姿勢があったとされている
(前掲1)11頁)。
知多半島は大 きな河川がない水不足に悩 まされる場所であった。低地は
少なく、大面積 を占める丘陵は水利に恵 まれないため、農業開発は遅れた。
灌概施設に力を注いだが、水不足による被害が大 きく、生産の安定や水田
の拡大 は困難であった12)。そのため1945年頃知多市の久野庄太郎などが、
木曽川の水 を導水する運動を起 こし、1955年には愛知用水公団が設立し事
業が開始 され、1961年に愛知用水が通水を始めた(前 掲12)729-736頁)。
1960年代以降、知多市 と東海市の沿岸部に臨海工業地帯が形成されて、
工場誘致が漁業を壊滅させた。それまでの知多市の生業は半農半漁中心で、
沿岸部には海苔養殖を中心 とする漁村があった。一戸当りの耕地面積は小
さく、農業収入が少なかったため、海苔養殖は農家にとって不可欠の副業
であった(前 掲10)691頁)。海苔養殖は一戸当 り1シーズ ン平均100万円
の収入(前 掲10)692頁)を得るほどであったが、臨海部工業地帯の形成
により漁場 を失った。反対運動が起こったものの、1959年の伊勢湾台風に
よる被害やサン ドポンプ船が泥水被害を受けたこともあって、1962年に条
件付 きで妥結 した(前 掲10)695-696頁)。日長地区周辺の旭漁協組合員
416人の一人平均補償額は847万円、漁協全体の補償額は4859人に約250億
円(前 掲10)655頁)であった。また、漁業離職者の約半数が農林水産業、
進出企業やその下請け会社に約40%(前掲10)698頁)就職 した。当時の
産業分類別就業者数(図2)を 見ると、第1次 、第2次 産業が半々である
が、その後は第2次 、第3次 産業の割合が増えていったことがわかる。
このように、知多市は20世紀後半に用水 と工業用地の大規模開発がなさ
れた結果、半農半漁の地か ら工業都市および名古屋のベ ッドタウンへ変貌
した。 しか し、農業は一定の生産力 を持 ち続け、現在に至っている。
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図2知 多 市 に おけ る産 業 分 類 別 就 業 者 数 の 推 移
r知多市誌 資料編四』とr市政概要平成12年度版」
「市政概要平成21年度絢 「市政概要平成24年度版」より作成
II.日長地 区にお けるペ コロス産地の歴史
知多市のペ コロス産地の発展過程については、『知多のペコロス』(前掲
1)11-24、41-43頁)に経緯が記述されている。ここではこの冊子 と筆者
の聞き取 り調査の情報をもとに、日長地区におけるペ コロス産地の歴史を
記述する。
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(1)導入期
1919年頃、この地域の土地条件に適 し、かつ高収入のあがる作物を探 し
ていた精農家が、名古屋の伏見にある八百幸商店の貝沼幸三郎から"ペコ
ロス"を紹介されたのが、日長地区へのペコロス導入の端緒である。同商
店では西洋料理 に使 う高級野菜 として北海道か らペコロスを入荷 してお
り、将来、有望 な作物になるのではないかと考えていた。なお、八百幸商
店の貝沼は、佐野爲左ヱ門13)にもペコロスを紹介 してお り、佐野はすで
に栽培を行っていた。栽培技術が分からなかったため全て手探 りであった
が、佐野が約2年 間試作をした結果、次第に規格に合ったものがで きるよ
うになった。 日長地区では佐野から種子の分譲と栽培技術の指導を請い、
試作を行った。
日長地区ではすでにタマネギの栽培が行われていたが、普通のタマネギ
と違い、ペコロス栽培はうまくいかなかった。佐野の指導に従って作付 し
たが、土壌条件や気象などの微妙な違いから規格に合った適切な大きさの
ペ コロスができず、試行錯誤が続いた。
1924年頃に八百幸商店に出荷できるペコロスが収穫されるようにな り、
名古屋での消費量が少なかったため、京浜や阪神方面へ も出荷 したところ、
予想以上の高値がついた。
また、1932年頃に高収益作物を求めて精農家が名古屋中央市場へ勉強に
行 き、有望作物 としてレタスやパセリなどの西洋野菜を紹介された。試作
して出荷 したところ、思わぬ収入を得たため、次第に作付面積が増加 し、
1933年には出荷組織である 「日長洋菜組合」が設立された。 この頃、ペコ
ロスの生産者は8名 まで増えたが、ペコロスはまだいくつかの西洋野菜の
一品目でしかなかった。
(2)拡大期
これらの西洋野菜は基幹作物 として栽培 されて、ペコロスも1955年頃に
なると生産者は20余名になった。ペコロスは、ニ ンジンやサヤインゲンと
ともに、輪作体系の中で栽培 されるようになった。一方で稲作 と養蚕など
との複合経営 も次第に変化 し、1940年後半になると、冬期の農閑期を利用
した海苔養殖が盛んになった。しかし、臨海部工業地帯用地埋め立てによ
り1960年前半には漁業を続けることができな くなり、漁業離職者のほぼ半
数は農業専業へ移った。これを契機にペコロスを栽培する農家に転業 した
人 も多い。 また、愛知用水が1961年に通水 して、干害問題が解消したこと
も産地の発展に寄与 した。
ペコロスの栽培面積は拡大 し、それまで個人を中心に行われていた出荷
は旭農業協同組合を通 した共同化へ移行 した。個人出荷に比べて、共同出
荷の方が独 自の販売ルー トや量的な有利性で販売が順調に展開できたから
である。1964年には東京市場 との間で周年出荷の契約がなされて本格的な
出荷が始 まり、出荷容器 も専用の5kgダンボールを使用 し始めた。
他方、日長地区でこの時期に行われていた他の西洋野菜栽培は、産地間
競争が激化 したこと、小面積で栽培 していたので出荷量が少なかったこと、
需要が拡大 しなかったことが重なり、衰退 していった。
この時期は、日長地区がペコロス栽培に特化 した時期 と言える。
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(3)安定期
出荷体制の整備によって、ペコロスの栽培面積は拡大 したが、青果だけ
では季節によって供給過多となる危険が生 じ、冷蔵による出荷期間の長期
化が必要 となった。 このため、冷蔵 して主な消費地である京浜、京阪神、
名古屋へ需要に応 じて出荷する体制を作った。 しか し、当地区の農業冷蔵
庫はペコロス専用冷蔵庫として導入 したものではなかったので、貯蔵に
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
使っていたダンボールが吸水 して、ペコロスが腐敗する品質低下がみられ、
しばらく販売は順調ではなかった。
1970年には当地区にペ コロス専用の選果機が導入 された。選別が省力化
したことにより栽培面積が増え、生産者が増加するきっかけとなった。翌
年には、生産量増大と品質向上の推進による産地拡大を検討する 「ペ コロ
ス生産者大会」が開催 され、生産者の意欲啓発が計 られた。1974年に西知
多農業協同組合が設立 し、翌年には周年出荷 をめざしてペコロス用の予冷
貯蔵庫が完成 した。産地貯蔵やコンテナを利用した貯蔵、全量再選果出荷
の体制が整えられた結果、周年出荷の実現 と品質向上が図られ、農家の意
識 も腐敗による損失の発生を容認せず、良品生産を心がける栽培へ と変化
していった。
この頃、ペコロスの消費動向が規格の小型化へ移行 したため、栽培密度
は次第に密にな り、1975年頃には一口大になった。密植栽培で同じ面積を
栽培するには、苗の育成本数を増やす必要があるが、早生系の品種を使用
するため、採種は不安定であった。そのため タマネギの産地である東海市
養父か らの種子 と苗の供給に頼っていたが、栽培面積の制約 と経費が高
かったために、 自家採種による種子の安定確保が、産地を維持するために
必要になった。種子の確保、品質向上と統一を図るために、地方振興補助
事業を活用 した共同採種事業が1979年に始まり、計画生産が前進 した。採
種用の母球は、当初は普通の大玉タマネギを使用 していたが、1983年頃か
らペ コロスの2L級14iを使用するようになった。 これによって良い形質を
もった球が選抜 されるため、品質向上に大いに役立った。交配には ミツバ
チを使用するか、ハタキのような器具で受粉 させていた。
また、集出荷場が完成し、1979年には出荷組織 を改めて 「西知多ペコロ
ス生産組合」 と改名 し、組合員123名によって発足 した。同年には商品価
値が低い2L級 と2S級15)の出荷を中止 した。
この時期は、当地区の設備や出荷体制が整い、ペコロス生産に特化 した
産地として完成 した時期 と言える。
(4)維持期
ペコロスの連作栽培は次第に病原菌の密度を高め、1982年の冷蔵ペコロ
スは市場の信用 を下げかねない状態になったため、原因究明と徹底した管
理を行い、次第に改善されていった。また、生産者 の増加による作付面積
拡大や出荷量増加に伴って、1980年に予冷貯蔵庫 を増設し、周年計画販売
が可能 となった。さらに1986年に1時 間当 り3.3トンのペ コロスを処理で
きる大型選果機を導入 した。大型選果機は共同で年間215時間使用され、
また予冷貯蔵庫は約350トンの貯蔵が可能で、年間約8カ 月使用されてい
た。
消費地拡大のため、1979年にはクッキングカー ドを作成 し一般消費者へ
配布 し、市場でペコロス宣伝試食会を開催する動 きもみられた。また、役
員がテレビやラジオに出演 し、雑誌や新聞の取材 も受けている。これらの
広報活動により、買い付けに訪れる人の数や電話での問い合わせは増えた
が、消費地を拡大できたかは定かではない。
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皿.ペ コロスの栽培 方法 と特色
(1)作業手順
ペコロスは密植 と少肥によって作られるが、栽培方法は秋蒔きの普通タ
マネギと基本的には同 じである。 しか し、栽培方法の特殊性の是非を検討
するため、ここで栽培の手順を記述する。図3は 日長地区におけるペコロ
スの栽培暦である。
a.種作 り
ペコロスの種は30aほどある共同の採種用の畑、または個人の畑で自家
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図3ペ コロスの栽培暦
△ 追肥///////i.収穫
闘き取り震董1二xり作硫
採種 されている。ペコロスの収穫時に規格がL級 または2L級 の形の良
いものを母球 として残 しておく。それらを適当な数で縛 り、横木や竹竿に
かけて、直射 日光の当たらない風通しのよい小屋などで保存してお く。10
月中旬頃、保存 していた母球を植える作業 を行う。シー ト張 り用のハウス
を利用 し、播種の約1週 間前に土壌改良剤や元肥を散布 し、耕転機で起耕
する。幅約120cmの畦を切った後、除草剤 を散布 して、後黒マルチを張る。
黒マルチに穴を開け、約20cm間隔で母球の頭を出 して植える。 この時、
母球へ殺菌剤(灰 色かび病や白色疫病予防)を 添加する。翌年の4月 中旬
から下旬の葱坊主出芽前に、葱坊主が倒れるのを防 ぐためのネットを張る。
6月下旬の葱坊主に花が付 く頃に、降雨防止用のシー トをハウスに張る。
7月中旬に、葱坊主の頭を切 り取 り、ハ ウス内や家の天井裏で干す。9月
上旬頃、干 した葱坊主を砕き筋にかけて種取 り作業は完了する。
品種は種蒔きや出荷の時期をずらすために変えている。主な品種は極早
生の養父早生、早生の黄金、中生のつばめ、晩生の貝塚早生である。自家
採種を行うようになったことで品種改良が可能になり、母球の厳選や独自
の交配の積み重ねで、ピンポン玉状の丸いペコロスが作れるようになった。
丸い普通の タマ ネギを密植 しても規格に合った丸いペコロスができるとは
限らず、甘味も違うという。
b。播種
ペコロスの播種 は9月上旬から末日にかけて行 う。8月中旬から苗場の
み随時苗立枯病防止の土壌消毒をする。要領は、母球植 えの時と同じよう
に、土壌改良剤を散布 した後、起耕 し、幅約120cmの畦 を切る。この時
肥料を施用する人 もいれば、芽出し1週 間後に施肥する人もいる。種は
10aあた り5Qほ ど準備 し、10～15cm間隔で幅 に対 して8行 ほど種蒔 き
機で種を蒔 く。その後、藁を5cmほどに切ったスサ と呼ばれるものを散
布する。スサの飛散防止のため寒冷紗(藁 の代用の 白い布)を ひく。乾燥
しない ように3日 間は散水 し、徐々に減らしてい く。10日ほどで3cmく
らいの芽が出るので、寒冷紗 を取 り除 く。苗が25～30cm以上になると倒
れて病気が出やす くなるため、草刈 り機やカマで苗の頭を10cmほど切る。
これによって日光が入 りやす くなり、一時的に生長 を止める効果がある。
苗取 りまでに降雨がない場合は、1週間に一度は散水する。
c.苗取 り
10月中旬頃、茎が5mmく らいになったものを抜 き取 り、同じ太さのも
のを揃 えて150本くらいを一束にする。大 きく育った苗か ら順番に間引き
し、その後はほとんどの苗が生長するので、選ばず に抜 き取る。
d.定植
定植用の畑 も母球植えの時と同じように土壌改良剤を散布 してから、起
耕 し、幅約120cm高さ約10cmの畦切 りを行う。元肥は定植1週 間前に施
肥する人もいれば定植2～3週 間後に施肥する人 もいる。苗は1列 に条間
約5cmで16～17本、株間約5cm間隔で植えてい く(図4)。株間は、手
製の物指を使うか、等間隔で浅く穴を開けてから植えるか、勘を頼 りに植
える。風向きを考えて苗の向きを一定に して、少 し寝かせた状態で定植す
る人もいる。苗を植える深 さは1cmほどであるが、勘が頼 りで難しい。
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図4ペ コロスの定植の例
???
1株ずつ丁寧 に植 え付けるため、1日の植栽面積は小 さく、根気のいる
作業である。苗取 りした当日または翌日に定植を行い、午前に苗採 り、午
後は定植作業をす る場合 もある。ペコロスを23a栽培 している農家の場合、
苗は約40万本あ り、2人で1日4000本の苗採 りと定植から始めて、徐 々に
量を増や してい く。午前 中は苗取 り、午後は土作 りと定植をするので、1
日に幅1m長 さ10mほどの1畦 しかできない。苗は量が多 く、1ヶ月です
べて抜き取ることはで きないが、植えたままでもそれほど大 きくならない
という。
栽植本数は10aあたり27万本ほどになる。定植作業は10月中旬か ら翌年
2月中旬頃まで続 く。植 えた後、直ちに除草剤 を散布 し、葉が25cmから
30cm以上生長 して倒れそうになったら、苗作 りと同様に葉の上部10cm
を切る。病気を予防する効果があるほか、大 きさの調整が多少で きる。葉
の色の具合を見て追肥は2回行 うが、多すぎると大 きくなってしまうため、
量の加減が重要である。定植後の消毒は2月下旬から4月頃まで続 き、14
～15日間隔で行 う。ただし、温暖な日や雨天が続いた時は10日目くらいに
散布する。
e.収穫
3月下旬～5月 上旬に、値段が一番よいM級 に近い ものを間引 き収穫 し、
次に全体 を抜 く。腐敗 しないように、葉が枯れるまで畑に並べて7～10日
ほど十分に乾燥させる。その後、握れるほどの量 を縛って横木や竹竿に掛
け、直射日光が当たらない風通 しのよい小屋で保存するか、ネットにつめ
てハウス内で保管する。吊るす方が保存はきくため16i、母球を保存するに
はよい という。5年程前に、ペコロスの冷蔵保管用に使用 していたザル状
の約15kg入るコンテナが農家に無料配布されて、作業が楽なことか ら、
コンテナを併用 して使用する農家もいる。
f.出荷
出荷の1週 間ほど前に、茎と葉 と根を切 り取 り、乾燥 した外皮を取 り除
く。自動選別機や等級の大 きさごとに穴をくり抜いた板 を使って、選別を
行 う。1回の出荷量を80ケー スとすると、1ケース約250個のペコロスが入
るので、約2万 個のペ コロスを出荷することになる。 これを出荷2日 前か
ら5kgが入るダンボールに詰め、4月下旬～8月 中旬頃の水曜日に、あ
いち知多農業協同組合(以 下、農協 と記述する)か ら出荷する。
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(2)ペコロス栽培の特色
ペコロス栽培は苗 を植える深さや消毒、肥料の量の加減は難 しいが、高
度な技術は必要ない。 しか し、総所要労働力は10a当り939時間(前掲1)
33頁)と多 く、その9割 が定植や収穫、出荷調整に費やされる。そのため、
作業の省力化を図 り、上に述べた方法以外にシー ドテープを利用するなど、
定植の手間を省く直播を行 う農家 もいた。シー ドテープは農協から依頼さ
れ数戸が作付 けし、1年目はうまく実 った。 しか し、原因は不明だが、2
年 目以降はうまく実らなかった。また、種をシー トに埋め込む作業は業者
が行ったため、手間賃がかかり、シー ドテープ専用の機械 も必要であった
ため、農家の負担が大きく、使用を断念 した。他に も精農家が直播方法を
考え、実際に行 っていた。約120cm幅の畦に定植の場合、種は8行 ほど
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蒔 くが、5行と荒 く蒔 く。種蒔 き機 も通常は直径0.8cmのベル トを用いるが、
1か所に蒔 く種の量を減 らすため0.5cmのものに変える。その後M級 の大
きさのものを見定めて抜 き、出荷 してい く。定植作業がないため非常に楽
であるが、熟練の勘が必要なため非常に難 しく、熟練者でもうまく育たず、
考案した人しかできなかった。この直蒔法は画期的であるが、難 しさゆえ
広まらず、定植の省力化はできなかったと言えよう。
N.ペ コロスの 出荷形態
(1)出荷組織の推移
日長地区でのペコロス産地の特徴は、共同の出荷組織である。『知多の
ペコロス』によると、日長地区において大正時代か ら昭和初期にペコロス
が導入された主 な要因は、販売ルー トの確保であ った(前 掲1)36頁)。
当時、共同出荷 を取 りまとめていた八百幸商店と日長洋菜組合には当初か
ら独自の販売先があ り、共同出荷のメリットもあったため、需要が小さい
ペコロスの出荷先が確保 され、栽培に着手することがで きた(前掲1)36
頁)。
このように当初か ら販売先の開拓 と確保ができていたことが、ペ コロス
栽培の存立基盤 となった。1964年の旭農業協同組合の設立により、出荷の
一元化、規格 と品質の統一、栽培技術指導ができるようになった。1979年
には生産安定、品質向上、安定供給などの役割を担う強力な生産組織 を目
指 し、西知多ペ コロス生産組合が発足 した(前掲1)36-37頁)。
しかし、西知多ペコロス生産組合は5年 ほど前に農家の後継者不足によ
る組合員の減少に伴って自然消滅 し、現在では 「日長ペコロス生産組合」
として活動 している。主な活動は役員会、 目揃会、反省会及び懇談会、総
会の開催である。技術向上のための勉強会などはないが、目揃会で規格(形、
大きさ、品質)の 確認や、ペコロスの出来具合、販売状況などの話合いを
行っている。現在 も共同出荷が主流であ り、品質の安定のため集出荷時に
役員は抜 き打ちの開封検査を行い、規格に合ったものかを確認 している。
(2)出荷量と生産者数の変化
図5は1970年から1988年までの西知多ペコロス生産組合の出荷量の推移
である。1970年と比べると1988年には出荷量が4倍 に増えたことがわかる。
また、冷蔵出荷が半数以上 を占めてお り、冷蔵貯蔵の依存度が高いと思わ
れる。図6は1970年から1987年までの東京都中央卸売市場におけるペ コロ
スの入荷量を示 したもので、西知多産のペコロスが50%以上を占めている。
しか し、ここ5年 間は出荷量、出荷金額 ともに減 少傾向にあ り(図7)、
2012年の出荷量は約67トンと、1984年の約730トンの10分の1以下である。
西知多ペ コロス生産組合 は1988年に第18回日本農業賞の県代表に選ば
れ、全国シェアの80%を占めていた(前 掲1)44-45頁)。しかし、現在は
東京の市場だけで見ると取引量は北海道産の方が多い という17)。
1979年のペ コロス農家は123戸、栽培面積 は2288a、生産者平均年齢は
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r知多のペコロス」より作成
55.9歳であ った(前 掲1)49頁)。 その後 生産者 は減 少 してい き、1988年
は91戸、栽培面 積 は1819a、生産者平均年齢 は62.7歳(前掲1)49頁)と な っ
た。2011年には20戸を切 り、2012年は17戸(表1)、 栽培 面 積230a、生 産
者平均年齢71.1歳と高齢化 が進んでお り、 また各農家 に後継 者はい ない状
表1日 長地区におけるペコロス生産者数 と栽培面積の推移
年 生産者(戸) 栽培面積(a)
2012 17 230
2011 18 250
2010 20 300
2009 21 310
11: 22 330
2007 一 一
2006 27 一
2005 28 575
2004 31 660
2003 33 800
2002 37 900
2001 42 1100
2000 一 一
1999 45 1100
1998 一 一
1997 50 一
1996 一 一
1995 54 一
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注)一:不 明
知 多 営 農 セ ン タ ー 提 供 資 料 お よ び 『あ ぐ り っ 子 』(No51・2004、
No74・2006)、中 日新 聞(1997年5月10日朝 刊 知 多 総 合 版 、2001年5
月8日 朝 刊 知 多 総 合 版 、2002年4月24日朝 刊 知 多 版 、2003年5月8
日朝 刊 知 多 版 、2005年4月21日朝 刊 知 多 版)、 毎 日 新 聞(1995年5月
1日 地 方 版 愛 知 、1999年5月21日地 方 版 愛 知)よ り作 成 。
況であ る18)。農協 と して は、新規就 農者 は歓迎 であ るが、ペ コロス栽培 は
手間がかかることから、積極的に勧めていないとい う。
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生産者の減少や高齢化によって出荷量が減少し、選果機の維持管理費や
予冷貯蔵庫の冷蔵賃や、運賃などの費用がかさんで採算が合わなくなり始
めた。それにより、共同選果機の稼働は2007年、冷蔵出荷は2002年頃に終
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了 した。 また、1979年に出荷停止 した2L級 と2S級 は、当地 区で の出荷
量 の減少 によ り、10年ほ ど前 か ら2L級 とSA級 と して市場 に出荷す るよ
うになった。大 き くな りす ぎた2L級 は、バーベ キュー用 に販 売 してい る。
この ように、近年 は縮 小傾向 にあ るが、そ の要 因はVi章で検討す る。
(3)現在の出荷状況
出荷先は関東60%、関西25%、中京10%、甲信越5%19)である。全国
に出荷 し、地元である中京圏には1割 しか出荷 していない。大正時代から
京浜地方へ出荷 し、1964年に東京市場 と周年出荷の契約が交わされるなど、
関東との関わりが深いことが理由であると考えられる。 また、全国の中で
も特に関東地方の需要が大きいと思われる。
2012年のM級 の出荷価格は5kg(1ケース)で 約3800円、L級 とS級
は約3300～3200円、2L級は約900円、SA級はほとん ど出荷 しないが約
2000円である。 出荷価格 は1kg約700円であ り、 タマ ネギの卸売価格
lkg97円2°1と比べ ると、約7倍 の価格である。過去20年間、ペコロスの需
要の大幅な減少や出荷価格の下落は見られず、安定 しているという2D。出
荷は4、5月が ピークで、気温が高 くなると価格が下がっていき、M級 が
3600円ほどになる。7、8月に再び上が り、よい時はM級 が4000円近い値
段になる。2L級 はバーベキュー用で夏場のみ需要があるため、1戸当 り
限られた分しか出荷できない。
出荷量は個人に割 り当てられて、事前に生産者か らいつ、何ケース くら
い出荷できるか農協が調査 し出荷予定を組んでいる。
品質や形状の指導は4月 初旬の 目揃会で行う。ピンポ ン玉の形の物がよ
く、ラッキョウ型や長玉製品、軟弱な物は品質として悪いため、混入しな
いように選別する必要がある。日長のペコロスは種作 りか ら出荷 まで手作
業であるため大量に生産することはできない。 しか し、各取引市場では高
品質の 「日長のペコロス」で名前が通ってお り、信頼も厚い。そのため、
一人が品質の悪いものを出荷すると日長のペコロス全体の信頼を落 とすた
め、十分な注意を払っている。
V.ペ コロス栽培農 家の経営内容
(1)ペコロス栽培農家への聞き取 り
ここでは、農家の事例をもとに当地区におけるペ コロス産地の現状 を明
らか したい。調査方法は聞き取 りであ り、2012年8月2日から同年11月25
日までの10回行った。調査対象者は日長ペコロス生産組合の組合長から紹
介 された、組合員17戸のうちの6戸(そ のうちの1戸 は、新規就農者のた
め未出荷)と 、個人出荷を行っている1戸 の、計7戸 である(表2、3、4)。
調査内容は、農業従事者、経営耕地面積、栽培開始年、出荷量、売上金額、
平均労働時間 ・日数、営農の志向、後継者の有無、栽培に苦労する点など
である。
a.A農家
A農 家は父(84歳)、母(83歳)、世帯主(52歳)が農業に従事す る専
業農家で、種作 りは父、選別は母と世帯主など、3人である程度分担を し
なが ら農作業を行っている。また、収穫や出荷作業の時期は人手が足 りな
いため姉(56歳)を臨時で雇っている。世帯主は8年 ほど前に諸事情で会
社員を辞め、両親がやっていることや、幼いころか らペコロスを作る手伝
いをしていたので、ペコロス栽培を引 き継いだ。
ペコロスの栽培面積は25～30aで、他に自給用の米 と野菜類を作ってい
る。世帯主の平均労働時間は1日約8時 間、多い時は約12時間であ り、年
間労働 日数は約300日である。2012年度は1800ケース(1ケ ース5kg分)
出荷 し、日長地区のペコロス農家の中では出荷量が もっとも多い。売上金
額は540万円である。種は共同の圃場で作っている。ペコロス栽培で苦労
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表2日 長地 区ペ コロス栽培 農家の農業経 営
農家 栽培地区
経営耕地面積(a)
栽培開始年 出 荷 量
(ケー ス/5kg)
売上金額
(P1) 採種方法 出荷形態ペ コ ロス 水稲 その他(自 給的作物)
A 日長 25--30不明 不明 2004 :11 540万 共同 共同
B 日長 23 23 15 1970年代後半 1500 450万 共同 共同
C 日長 20 不明 3 1960年代 X11 420万 個人 共同
D 日長 23 不明 不明 1996 1300 390万 個人 共同
E 大興寺 10 6 20(荒地) 2011 440 130万 購入 共同
F 日長 10 不明 不明 1960年代 200 60万 購入 個人
G 日長 10 一 20 2012 未 未 不明 未
注1)採 種方法 二共同…共 同採種圃場利用 個人…個人採種
表3日 長地区ペコロス栽培農家の労働力
聞 き取 り調査 よ り作成。
農家
農業従事労働力 平均
労働時間
年間
労働口数 営農の志向 後継者常時 臨時
A 主■(52)父(84)母(83) 姉(56):収穫、出荷時の週1回 8 300 縮小 N
B 主■(79)配偶者口(76) 息 子(49と48):収穫 、 出 荷 時 の 土 日 6 365 現状維持 N
C 主■(82)配偶者口(73) 息 子(47):日 曜 日(不 定 期) 8 300 縮小 N
D 主■(76)配偶者口(68) 息 子(45)嫁(43):収 穫 、 出 荷 時
孫(17、15、10)
10 300 現状維持 N
E 主■(59)配偶者口(54) い と こ(43)友 人(59):収 穫 、 出 荷 時 4-4.5 300 拡大 N
F 主口(79) 息 子(54)孫(30代):収 穫 、 出荷 時 8 365 縮小 N
G 主■(24) 一 一 一 拡大 N
注1)■:男 性 口:女 性
注2)後 継者:Y… いるN… いない 聞 き取 り調査 より作成。
表4日 長地区ペコロス栽培農家聞き取 り調査結果
農
家
ペコロスの
限界栽培面積
(a/1人)
収益を
望める
か
栽培に苦労する点
日長地区におけるペ
コロス産地全体 とし
ての問題と思う点
A 10 Y 収穫、整形作業、選別 後継者不足
B 10 Y
ほとんどが手作業であること
病気が出やすい、定植作業
後継者不足
C 一 Y
収穫と整形作業、選別が同時期
丁寧な収穫、整形作業
出荷量の減少
D 10 Y
天候による大きさの変化
収穫のタイミング
定植、整形作業など細かい手作業
出荷量の減少
E 10 N
追肥、消毒、収穫のタイミング
整形作業
収穫 と整形作業、選別が同時期
まだ考えられる状況
でない
F 10 Y 消毒のタイミング、肥料の量 一
G 一 一 一 出荷量の減少
注1)収 益 を望め るか:Y… はいN… いい え
注2)一:未 回答 聞 き取 り調査 より作成。
する点は、収穫と整形、選別作業にかな りの時間 と人手を要することであ
る。
世帯主によれば、今後両親が辞めたらパー トナーがいなくな り、後継者
もいないため、ペコロス栽培の縮小を考えているという。ただ し、ペコロ
ス自体は高い収益を望めると答えていた。また、当地区のペコロス生産の
今後に関 しては、後継者の必要性を感 じている。
b.B農家
B農 家は世帯主(79歳)と妻(76歳)が農業に従事 してお り、収穫や出
荷作業の忙 しい時期の土 日に息子2人(49歳と48歳)を臨時に雇っている。
ペコロスの栽培面積は23aで、60aの耕地(う ち水田は23a)を所有 し、自
給用 に米や野菜 を栽培 している。ペコロスの作付面積は、開始時 よりは
3aほど減少 したものの、大 きな変化はない。世帯主の両親と世帯主は海
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苔養殖を行っていたが、臨海部工業地帯の埋め立て時に世帯主は会社員に
転業 し、両親と妻は切 り花栽培 を始めた。周 りがペコロス栽培を始めたこ
とや、ペコロスは収入がよさそうだということで、1975年頃に両親 と妻が
ペコロスを栽培するようになった。
世帯主は会社を定年退職するまでの間、出勤前などの空き時間に畑を耕
す程度の手伝いを行い、定年後に本格的なペコロス栽培を始めた。世帯主
の1日 の平均労働時間は約6時 間、多い時は約12時間、ほぼ毎日農作業を
している。2012年度の出荷量は1500ケースであ り、売上金額は450万円で
ある。種は共同の圃場で採種 している。栽培に苦労する点は、ほとんどが
手作業で機械を使 えないことだが、種蒔き機や寒冷紗 といった作業労力を
軽減する機具類が昔よりも増え、楽になってきたと言う。また、ペコロス
は密植するため、ベ ト病や腐敗病などが出やすいので、苗場や定植後の畑
で消毒 を行うが、病気の兆候を見逃 さないようにするのは難しいとしてい
る。他にも収穫 し畑で干 している間にも実が生長 して規格が合わなくなる
ため、生長具合を見て収穫するのに苦労する。
今後は現状維持 を考えているが、現在の ところ息子が継 ぐ話は出ていな
い。ペコロス生産の今後は、A農 家と同 じく後継者の不在を訴えている。
当地区において、新 しくペコロス農家 としてやっていくことは可能であろ
うが、新規参入者が少ないのは 「11月～2月 の寒い時期の定植作業が苦痛
で、細かい作業を重労働に感 じるのではないか」とのことであった。ペコ
ロスは高い収益を望めるうえ、力仕事もないが、出荷の時期には夜中まで
株を切る作業を行 うなど、手間がかかるとしている。改善 したい点は、畑
が分散 しているので、作業効率を上げるためにも耕地整備をして一か所に
まとめたいとのことであった。
c.C農家
C農家は世帯主(82歳)、妻(73歳)が農業に従事 しており、息子(47歳)
が 日曜 日に時々手伝いに来る。ペコロスの栽培面積は現在20aで、数年前
までは40a栽培 していた。数年前 まで米作 もやっていたが、現在はやめて、
自給作物として野菜 を3aほど栽培 している。世帯主は20代の頃、海苔養
殖を行っていたが、臨海部の埋め立てにより、会社員に転職 した。その後
花 き栽培 をは じめたが、思 うような収益が得 られず、また周 りにペコロス
を栽培者が多かったため、花 を作 りながら3～5aほ どペコロス栽培を始
めた。
ペコロス栽培は30歳代から始め、初期は収穫の手が追いつかず実が生長
しす ぎて しまうなど苦労 もあったが、2年ほどで慣れ、生産自体は4～5
年後に安定 した。ペコロスの作付面積 も広げ、ペコロス栽培が農産物生産
の中心となった。世帯主の1日 の平均労働時間は約8時 間、多い時は約12
時間であ り、年間労働 日数は300日ほどである。2012年度の出荷量は1400
ケースであ り、売上金額は420万円である。種作 りは個人で行っている。
種は買っていたが、値段が高かったために、 自家採種するようになった。
栽培に苦労する点は、収穫 と出荷が同時期であること、収穫はちぎれるの
を防 ぐために1本 ずつ手で抜 くこと、ペコロスを乾燥 させた後の整形作業
は根気がいることである。
後継者がいないので、今後は経営の縮小を考えている。世帯主が東京の
市場に出向いた時、ニュージーラン ド産などの輸入物 より物がよいと言わ
れ、品質には自信があるが、現在は組合全体 として出荷量が少ないことが
問題点だと考えている。ペコロスは高い収益を望めるが、できの悪いペコ
ロスが全体の4割 ほど出てしまうことや、手作業は辛 く時間もかかるため、
自分の子 どもを含めて、他人に勧められないとの話であった。
d.D農家
D農家は世帯主(76歳)、妻(68歳)の2人でペコロスを栽培 してお り、
繁忙期は息子(45歳)や嫁(43歳)が半 日1万円ほどで収穫や運搬、切る
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作業を手伝っている。孫(男17歳、女15才、女10歳)も1時間当り1000円
で手伝う時がある。植えるのは世帯主、苗採 りは妻と、明確ではないが作
業の分担を行っている。ペ コロスの栽培面積は23aで、他にも自給的作物
として野菜を栽培 している。
会社員だった世帯主は、定年後に妻の父がやっていたペコロスを継いだ。
妻の父が健在だった頃は水田にもペ コロスを作付 し、50aほど栽培 してい
た。継いだ理由は、道具が揃っていたこと、体を動かすことが好きである
こと、ペコロス産地を絶や してはいけないと感 じたことである。世帯主は
退職前から、ペコロス栽培を手伝っていたため、生産の手順は知っていた。
世帯主の平均労働時間は約10時間、多い時は12時間、少ない時は8時 間で
あり、年間労働日数は300日で、妻は250日ほどである。4～5月 の収穫期
は降雨日もカッパ を着て作業を行っている。2012年度の出荷量は1300ケー
ス、売上金額は390万円である。種は個人で採種 している。栽培に苦労す
る点は、天候によって生長度が変わり、全体的に大きくならない年がある
ことや、出荷で きない球が全体の4割 できることである。また、収穫 日の
判断が難 しいの と、定植や整形作業など、細かい手作業に苦労する。
農業経営は現状維持 としてお り、今後は効率の良い方法を生み出 したい
としている。また、元気なうちはペコロス栽培を続ける予定だが、後継者
はいない。ペコロスは5月 に収穫 したものを8月 まで出荷でき、高い収益
性があると考えている。組合全体としては、出荷量の減少によって、市場
が相手にしてくれなくなる不安があ り、14～15名は維持 したいと考えてい
る。ペ コロス生産者確保のため、周囲の定年退職者の人を勧誘するなどし
ている。
e.E農家
E農家は世帯主(59歳)と妻(54歳)の2人である。2011年9月か らペ
コロス栽培を始めて、2012年に初出荷 をした。出身は日長であるが、ペ コ
ロスは日長地区の南東約3.5kmに位置する大興寺の畑を借 りて10a栽培 し
ている。自給用に米 を作っているが、野菜類は栽培 していない。世帯主は
2011年まで会社員だったが、体調を崩したので、体力をつける目的で農家
になった。
ペ コロス栽培はD農 家から誘われて始めた。また、世帯主の両親は40
年以上前に海苔養殖をしていたが、その後ペコロス栽培をしていたため道
具が一通 り揃 っていた。そのため、世帯主はペコロス農家となることがで
きた。妻は2011年までパー ト勤めをしていたため、ペコロスの整形作業の
み週1回 手伝っていた。 しかし、ペコロスを最初か ら最後まで世帯主一人
で担 うのは大変だったため、妻はパー トを辞め、2012年からペコロスを一
緒 に栽培するようになった。収穫、出荷の繁忙期 には、従兄弟(43歳)と
友人(59歳)に賃金(1時 間当 り500～700円)や交通費を払って手伝って
もらう。1日の労働時間は4～4.5時間、多い時は6.5時間、年間労働 日数
300日である。2012年度の出荷量は440ケース、売上金額130万円である。
種作 りはビニールハウスなどが必要 となるためB農 家から購入 している
が、2013年は 自分で採種 したいと考えている。 また、2013年か ら作付地
10aを20aに増やすため、種 も20a分購入 した。主にD農 家から栽培方法
を学んでお り、1回1回 聞いている段階で、まだ追肥や消毒などの作業時
期を把握 しきれていない部分が多い。ペ コロスは整形作業が一番大変であ
り、一人ではとて も間に合わない。 また、収穫 も5月 までに終わらないと
6月の雨でペコロスが十分に乾燥で きな くなるため、出荷作業 と同時の収
穫作業時期は多忙 となる。ペコロスの栽培面積は30aまで拡大できると考
えるが、当分は現状を維持する。
今は自分が息子を指導できるくらいの力をつけている段階で、息子(26
歳、24歳)が継 ぐという話はない。ペコロスは収益性が高いとは感 じない
という。全国配送のため運賃など市場に対する手数料がかかる。また、ぺ
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コロスは作るのが難 しく、25aほど作らないと採算はとれないと感 じてい
る。土が硬いためか、形が タマネギのようになって しまうので、もみ殻や
藁 を入れた り徐々に砂を混ぜたりと、土壌改良を行い、品質の向上を心が
けている。また、今期は病気など特 に目立った症状 は出なかったが、今後
も細かい管理をするように気 をつけるとのことであった。1人10aが限界
であるが、10aでも大変であると感 じている。
f.F農家
F農家は女性(79歳)一人でペコロス栽培をしている。娘夫婦(50歳代)
と一緒に生活 しているが、娘夫婦はペコロス栽培の後継者ではない。収穫
や整形作業は人手がいるため、婿や孫の嫁(30歳代)、定年後で手の空い
た友人に手伝って もらっている。
ペコロスの栽培面積は10aで、他に自給的用に野菜を作っている。1日
の平均労働時間は8時 間で、ほぼ毎 日畑仕事 をしている。2012年度の出荷
量は200ケースで、売上金額は60万円である。1960年代に舅が海苔養殖か
ら野菜栽培を経て、ペコロス農家へ転身し、一緒に栽培するようになった。
配偶者は自営業 を営んでいたが、ペコロス栽培 を手伝い、60歳を過ぎた頃
から夫婦で栽培するようになった。当時の出荷量は多い時で1000ケースを
超えていた。以前は自家採種をしていたが、今はD農 家からle当 り約3
万円で購入 している。組合か ら購入 したタマネギの種は、丸い形にならな
かったことと、費用が高いためである。栽培に苦労する点は、病気が出る
と作物全部の商品価値がなくなるため、消毒の適時を判断 し、ペ コロスの
葉の具合を見て肥料を調整することである。
元気なうちはペ コロス栽培を続けたいが、後継者がいないので、今後は
縮小を考えている。以前は組合を通 して共同出荷をしていたが、今は個人
で問屋へ卸 している。 しか し、出荷用の段ボールの関係や組合 として生産
者を増やすために、2013年から共同出荷に戻る予定である。ペコロスは高
い収益が望めると考えている。
g.G農家
G農家は2012年4月からペコロス栽培を始めた。世帯主(24歳)は知多
市出身ではな く、知多市在住の親戚や農協伝いでペコロスのことを知った。
地元では新規就農ができないことや、特産物であ りながら高齢化と生産者
の減少という問題を抱えているペコロス産地の力になりたくて、知多市へ
移住 してきた。現在は青年就農給付金制度?21を利用し、先輩農家にア ド
バ イスをもらいなが ら、一人で農地 を耕 しペコロスを栽培 している。
ペコロスは10a栽培 してお り、研修中のため販売はで きないが、他 に
20a耕作放棄地で野菜作 りをしている。将来はペ コロス用の畑 をもう10a
増や したいと考えている。 しか し、生産者減少に伴 う出荷量減少で市場が
相手をしてくれな くなる不安を抱えている。
(2)小括
以上の7事 例から、主に世帯主 とその妻がペコロスを栽培 してお り、親
の代から引き継いだ農家が多いことがわかる。海苔養殖ができなくなった
後、世帯主が会社員、父 ・母 ・妻の3人 でペコロス栽培を行う 「三ちゃん
農業」の労働形態を作 りだした。工業都市化の影響 を受け、主要労働力が
農業以外の職業に就 くことが可能になったことや、ペコロス栽培に力仕事
がなく畑内の移動 も少ないため、高齢者や女性で も比較的栽培 しやすいか
らであろう。また、どの農家も前職を辞めた後にペ コロス栽培を始めてお
り、片手間にペコロスの栽培 をしていないことがわかる。その理由は、ペ
コロス栽培はかなり手間がかかるものの、耕地面積が狭い割には収益性が
高い作物であるか らである。ペコロス産地の歴史で も触れたが、 日長地区
は耕地面積が小さい場所だとされてきた。ペコロス生産者が増加 し、生産
が安定 してきた1970年代の1戸 当 りの経営耕地面積 を見ると、日長地区は
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0.56ha'3i、全国は1.09ha、愛知県α72ha24}であ り、 日長地区の耕地面積は
比較的小さいことがわかる。 また、ペコロス栽培面積は夫婦で約20a、1
人で10aを耕作 している農家が多 く、1人10aが限界であると答える農家
がほとんどである。1988年のペコロス平均耕作面積は20a(前掲1)45頁)
であ り、耕地面積を縮小 した結果ではない。収入面では、1戸当りの売上
金額が500万円ほどの農家もあり、狭い作付面積の割には農家が暮 らして
いける十分な収入が得られる作物である25)。
ペコロス栽培は労働集約的であるため、兼業で行うのは厳 しいが、狭い
耕地面積で行っても収益があがるため、ペコロスは魅力的な作物であると
言える。
ペコロス栽培で苦労する点は収穫 と整形 ・選別作業だと感 じている農家
が多い。 また、収穫や出荷時に最 も人手を必要としてお り、この時期には
子どもや親戚の力 を借 りる農家がほとんどである。聞き取 りを行った農家
に後継者はいない理由は、自分の子 どもに積極的に継がせようという姿勢
がないことである。農機具を持つ定年退職者を勧誘 して生産者の確保に努
めているものの、高齢化による引退者 もいるため、生産者の増加にはつな
がっていない。 しかし、近隣市町村の定年後の人がペコロスに興味をもち、
日長地区周辺で栽培を始めるか、栽培を希望 している人もいるという。
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v【.考察
(1)産地形成の要因
ここでは、日長地区がペコロスの独占的産地に成長 した要因と、その後
も産地を維持 している要因を考察 し、先行研究との比較を行う。
日長地区がペ コロスの産地になった第1の 要因は、出荷先の確保と出荷
体制の整備が早期にできていたことである。高級食材であるペコロスは需
要が小 さいため、出荷先の確保は重要であった。需要が小さいペコロスの
出荷先 を確保で きたことにより、生産者は安心 して生産することができた。
これが独 占的な農作物産地を形成できた大きな要因と考えられる。そ して、
旭農業協同組合を通す共同出荷体制が確立 したことにより、栽培面積拡大
による生産量の増加にも対応で き、ペコロス産地 として一つにまとまるこ
とができた。ペ コロス産地として組織化されたことにより、生産者のペコ
ロス栽培に対する意識改革や技術指導ができるようになり、品質の向上に
もつながったと考えられる。
第2の 要因は、1960年代頃の工業地帯形成と愛知用水の通水 とい う、ペ
コロス生産者を増加 させる契機があったことである。1950年代は、ペ コロ
スはまだ輪作体系の一品 目だったが、生産は安定 していた。そこに多 くの
漁業離職者が農業専業へ移 り、ペコロスの生産者 と栽培面積の増加につな
がった。漁業離職者がペコロス栽培を始めた理由は、「収益性が高い」 と
い う評判からであった。聞き取 り調査によると、海苔養殖離職後のペコロ
ス栽培開始のきっかけは、ペコロス以外の西洋野菜や花き栽培をしば らく
行っていたが、思うほど収入が得られず、また、周囲がペコロス栽培 を始
め、高い収入を得ていることを知ったか ら、 という回答が多かった。この
ように、周 りからの影響を受けてペコロスの栽培 を始めたことがわかった。
海苔養殖で高い副収入を得ていた人々にとって、ペ コロスは第二の海苔養
殖 とも言える収入源に見えたのであろう。細々と行 われていたペコロス栽
培は、豊富な労働力を確保できたことによって、産地として確立 していっ
たと考えられる。
第3の 要因は、狭い耕地面積でも十分に収入が得 られたことである。 日
長地区の特徴は経営耕地面積が小さいことである。ペコロス栽培は農業機
械 を使う作業がで きないので、単位面積当 りの手間がタマネギの10倍かか
り、広い面積 に作付すると適期に収穫できなくなる。そのため、農家1戸
当 り作付面積は制限されるが、ペコロス栽培は単位面積当 りの収益性が高
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いので、栽培農家は十分な収入を得ることがで きることである。
第4の 要因は、品質向上に努め、「日長のペ コロス」 として取引先に信
頼 されるものを栽培 し、出荷 したことである。ペ コロスは密植栽培である
ため病気が出やす く保存 も難しいので、品質向上のための生産者の意識向
上 と技術改良が行われた。ペコロス専用の予冷貯蔵庫の導入によって品質
を保つことと周年出荷が可能にな り、需要と供給のバランスを保つことが
できた。また、種子の安定確保のため始まった自家採種により、通常のタ
マネギの種では作るのが困難だった、規格に合う丸い形 を生み出すことが
できた。栽培法に特殊性はないが、専門的に栽培を始めたことによって、
高品質のペコロスを出荷することがで きた。それにより、取引先に信頼さ
れ、「日長のペコロス」として有名になっていった。
また、本稿の冒頭で述べた独占的な農作物産地を形成 し、存続する要因
の中では、耕地面積の狭小性 という点で3番 目の要因である土地条件に当
てはまる。栽培技術の特殊性は見られないが、栽培が労働集約的であるこ
とや自家採種を行ったことによる日長地区の独自の品種を生み出したこと
は栽培法の特色であ り、②の要因に類似 している。
以上の諸要因により、当地区は独占的な農作物産地を作 り上げ、継続さ
せてきたと考えられる。
?
?
?
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(2)産地縮小の要因
日長地区では、ペコロス栽培最盛期には約120戸以上のペコロス生産農
家があ り、一大産地を築 きあげたが、現在では20戸未満である。また、共
同選果機や予冷貯蔵庫廃止など、産地の縮小傾向がみられ、当地区の現況
としては衰退していると言える。ここでは、産地縮小を招いた要因につい
て考察する。
ペコロスの需要や価格の下落などはあまり見られないため、日長地区の
ペコロス産地が縮小 した最 も大 きな要因は生産者の減少と考 えられる。
生産者が減少 した第1の 理由は、積極的な後継者育成を行 ってこなかっ
たことである。高齢者や女性でも栽培で きるため、若年層に生産協力を求
めずとも済んだ。また、ペコロス生産者自身が作業の辛さと多さから子ど
もに継がせたくないと思ったため、後継者が育たない状況になったことで
ある。
第2の 理由は、知多市域 に工業団地ができ、就職機会が広がったため、
新規就農者が減少 したことである。また、ペ コロス栽培はかなり手間がか
かるため、兼業は困難であ り、ペコロス栽培から営農者が離れていったと
考えられる。
これらの結果、新規就農者が増えず、後継者がいない農家が増えた。そ
して、高齢化による引退者が増えて、生産者の減少につながったと考えら
れる。各農家に後継者はいないため、10年後に産地を維持されているかは
わからない状況である。 しか し、農機具を持つ定年退職者をペコロス栽培
に勧誘するといった動 きもあ り、生産者の維持に努めている。他方、近隣
市町村では栽培を希望する人がお り、ペ コロス産地が拡散する可能性 もあ
る。
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V旺.おわ りに
本稿の目的は、愛知県知多市 日長地区のペ コロス産地を研究対象地域と
し、独占的産地の形成要因と今 日まで産地を維持 している要因を明らかに
することであった。
知多市日長地区では、大正時代か らペコロス栽培 を開始 し、需要が少な
いペコロスの出荷先を確保できたことによって、生産者は安心 して栽培を
行 った。また、共同出荷体制が確立 したことにより、ペコロス産地 として
一体化することができた。また、漁業離職者が収益性の高さからペ コロス
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を栽培する農家に転業 したことも産地形成に貢献 した。日長地区は耕地面
積が他地区よりも比較的狭いが、ペコロスは狭い耕地面積で も十分に収入
を得ることができる。そのためペコロスは、農家にとって魅力的な作物で
あったと考えられる。日長地区はペコロスを専門に栽培 し、品質向上に努
め、独自のペコロスを生み出した。これにより、高品質で信頼されるもの
を出荷することができ、市場 との結びつ きを強くしていった。
以上が、知多市 日長地区にペコロスの独占的産地が形成され、現在 も存
続 している要因である。また、これらは特用作物生産地に関する既存の研
究成果 と類似 してお り、その存立要因を裏付ける事例が1つ増える結果を
得た。
日長地区のペコロス生産は現在も維持 されているが、生産者の減少 と高
齢化で産地存続の危機に直面 している。その原因は後継者の育成不足 と、
知多市域の工業化による就職機会の拡大である。今後もペコロス産地 とし
ての地位を保持 してい くには、定年退職者 を呼び込む努力を積極的に行い、
品質を保ちなが ら一定の量 を出荷 し続けることが肝要である。
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